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論

文

を

ま

と

め

た

も

の

：で

あ

る

0
ま
，ず

序

章

に.
'お
.

パ
v>
て

著

者

杖

旧

来

の

、

「

地

理

雙

定

論J

.:.

を

：
批

判

し

.
パ 

.マ
ル
_ク
_ス
主
義

に.ょ
.り
"
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歷

史

袖

理

学

」

パ
の
方
'法

論 

を

樹

立

せ

ん

と

：し

方

法

論
.；§
反

省

.%
試
み
.る
0.
こ
の 

:

立
場
に
立
ち
、
著
者
は
日
本
を
ふ
く
め
て
の「

東
洋 

.的
社
会」

.め
停
滞
性
，と
特
殊
性

.の
根
源
を「

水
町

^
1.' 

農
の
歷
史
的
意
義
と
役
割J

.

.の
中
に
求
；め
、
そ
こ
.に 

.
東

洋

的

赴

会

を

規

制

す
る
重
要
な
物
質
的
基
礎
が
あ

：V 

る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
解
明
が
本
書
の
主
要
課
題
で 

あ
る
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地
理
-的
決
定
論」

に
十
分
眷
戒
を
板
：い
つ
フ
、
箸 

着
は
、
水
田
稲
作
農
法
が
成
立
す
る
た
め
の
自
双
め 

基

礎

を

重

視

し

検

：討
：す

る

。

わ

が

国

稲

作

：は

「

水

稲
1-
-

, 

:

で
は
な
し
に
ま
ず

.

「

陸
稲1.

形
式
：で
行
わ
れ
、
.弥
生

' 

式
時
代
以
降
水
稲
経
営
に
転
化
し
、
そ
れ
に
ょ
っ
て 

あ
が
国
は
西
欧
社
会
に
み
ら
れ
る
畑
作
営

1
の
社
会

. 

的
条
件
と
興

?>
'
歴
：史
.的
条
件
を
展
開
す
る
に

'至

. 

た
。

こ
め
水
田
常
農
が
東
洋
的
社
会

'の
基
礎
で
あ
.り 

水

田

常

農

の

自

然

的

基

磯

：と

し

て

'
:
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永
!—
，
'
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問

題
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す
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。
ハ
泳'は
.単
に
；農

業
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：水
と
'.し
v
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な
ぐ
：
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：原

初

的
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役
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』
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義
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0
か
ま
れ
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用
爾
作
货
農

^
編
田
尖
壌

^
と
の
関
係
に
把
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.て
、
：水
田

*

fi 壌
：：

の
も
つ
.理
：化

学

的

特

殊

牦

と

：し

て

理

-:

( 

解
さ
れ
る
。
.水
田
は
灌
水
条
件
さ
え
良
好
で
あ
れ
ば
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'ほ
.と
ん
.ど
無

施

齡
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、'粗
放

的

経

営

：に
，
ょ
；る

連

作

を

.. 

.

.可
能

：ど
し
；、
'
.食

^1

定
且
里
の
収
量
を
自
然
乇
の
；も
の 

に
..ょ
つ
て
永
久
的
に
.保
証
さ
れ
る
特
質
が
あ
る

0
こ 

,

れ

贮

反

し

そ

、

：畑

作

営

農

の

場

合

^

の 

、
連

作
..は.不
可
.能
'で
'あ
り
、
著
し
く
取
獲
を
減
少
す 

.パ
る
• 
°そ
へ
の
.た
め
畑
作
營
農
：.の
特
殊

?£
..生：産
技
術
，と
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，
業

社

会

が

：
形

成

さ

れ

る

。
：
、
結

局

水

，
田

土

壌

と
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自
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台
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水
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,
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具

体
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わ
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に
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的

社

会
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し

て

総
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に
 

把

握

さ

：
れ

る

性

格

を

持

ち

な

が

：
ら

も

.、

す

ぐ

れ

て

M ' 

史

的

に

検

討

さ

る

べ

き

必

要

•が
'あ

り

、

問

題

は

箸

者
 

の

解

明

さ

れ

た

時

点

よ

り

は

じ

ま

る

よ

ぅ

に

®

わ

れ 

"
る
。
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'

.永
田
稲
作
営
農
が
終
局
的
に「

水
田
土
壌」

の
理 

.化
学
的
特
質
に
.よ
り
理
解
さ
れ
、
永
田
の
極
め
て
有 

:

利
な
側
面
と

技
術
の
容
易
さ
が
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ 

-
る
が(

九
六
頁)

、
他
面
水
田
な
る
が
故
に
も
つ
極
め 

T
不
利
た
側
面
、
技
術
の
容
易
さ
で
.は
な
く
困
難
乃 

至
特
殊
性
に
つ
い

•て
の
認

_
は
：「

水」

の
持
つ
問
題 

を
.解
く
一 

つ
の
鍵
で
あ

る

と

思

わ

れ

る

。

:.東
洋
的
社
会
'の
停
滞
性
と
後
進
.性
に
つ
い
て
の
研 

:

究
：は
長
い
歴
史
を
も
ら
て
い
る
.0
西
欧
社
会
が
中
世 

を
.否
定
し
、
近
代
資
本
主
.義

を
い
ち
は

や

く

完
成
し
、
 

'
政
治
、
軍
事
、
経
済
.、
.文
化
的
な
優
越
を
他
の
世
界

.に
主
張
し
そ
.の
支
配
.を
肯
定
し
：た
時
か
ら
、へ
東
洋
的
，
 

社
会
；の
特
質
と
、
そ

'の
秘
密
：.は
：西
.欧
社
会

.の
，侧
か
ら

>
. 

'
西
欧
肩
業
•
工

業

と

の

対

况

で

水

農

f
 

中
に
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.い
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る
レ
く
自
然
的
に
理
醉
さ
れ

.'
て
：来 

た
。
策
洋
社
会
は
そ

.の
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文

':の^-
に
ぉ

*>
:
.れ
；：て
.来
た

0 

:

今

や

東

洋

的

社

会^:
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東

洋

的
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侧
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め
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れ
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ざ
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I
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機

連
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あ
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；

0
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れ
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宿
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ど
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て
理

|?
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.

.

れ
る
の；

で
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的
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解
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^
の

東
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を

解

明
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ん

と

却

る

真
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な

態

度

と

そ

の
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ぐ
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敗

果
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学
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"
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訳
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あ
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つ

て
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:
.
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十

数

年

前

プ

ジ

ァ

的

生
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様

式

論

の

は

な
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か
で
あ
っ
た
頃
翻
訳
さ
れ
た
ゥ
ィ

V
h
フ
ォ
1
ゲ
ル 

の
主
.著

-1
支
那
の
経
済
と
社
会」

.上
下

1
2
5.
〃
べ 

ス
ト
セ
ラ

|
ガ
と

_
さ
れ
、
そ
の

7|
<
の
：理
論
が
大
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模
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水
の
利
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管
理
す
る

.心
要
，ゆ
；あ

：る

モ

シ

ス

I 

,
ン
-地
帯
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お
^
る
#

が

中

国

の

；

」

国

家

権

ガ
^
落
_

 ̂

'

の
性
格

*,
琿
制
的
全
体
主
義
の
必
然
牲
を
主
張
：し
て
べ 

所

謂

社

会

発

展

：の

理

論

ゼ

真

向

か

.レ
_対
立
^
る

も

办
'. 

で
あ
る
と
と
は
い
ぅ
ま
で
も
な
い

P 
.そ
れ
は
又
面
人 

主
義
に
立
ヴ
齑
代
西
欧
女
明
に
上
る
対
東
幣
観
で
む
：
 

^
り
:'
'
次

旧

植

民

地

屯
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明

と

も

，な

っ

て

い

た
。

,

\ 

:本
鲁

.%
,又
そ
ゆ
生
意

9
.風
亂
.に
外
な
.ら
'な
.1\
M .
.、：. 

東
洋
的
社
会

1
い
ぅ
概
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社
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で
含
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そ
こ
で
ナ
チ
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ド
イ
ツ
ま
で 

:ふ
く

む

全

体

注

義

の

問

題

劣

し

て

：：弾

撕

し

ょ

：ぅ
：レ

1>
-
'
_ 

て
い
る
の
が
そ
の
特
徴
と

'い
.え
る
。
そ
れ
は
著
者
が
：
. 

7
メ
リ
ヵ
に
，亡
命
：し
：て
以
後
英
語
で
.執
筆
し
ね
書
物

-.
':
. 

の
始
め
て
；.の
白

本

語

訳

と

；
し

て

、
，
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、
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：
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.け
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対
中
国
観
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内
容
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力
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1-
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水
カ
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会

^
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方

的

財
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1

カ̂

国

家
1_
_
-
^
;

「

全

体

敗

に

：
し
：：て

仁

愛
-

専̂
制
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概
カ
じ

.「

全
体
的
屈
従J..

)̂'

モ
.チ
.：丨
♦
の

ヴ

.7
:ぞ
モ

;' I

シ
.
a
ン
に
つ
き
る
.0
:箸
者
が
、
：
国
民
所
得
総
領
の 

中
に
_し
'
め
：.る
.農
業
所
；得
が
^

で
.
'に
：.五
0

%
を
1割
り
、

:,
;
百
年
来
の
大
凶
.作
を
こ
えV

餓
死
者
を
出
さ
な
い
ほ 

ど
塯
大
し
：た
商
品
市
場
.
-労
働
市
場
を
み
て
、

し
か 

ノ
も
自
■#
■

済
.•：
専
制
主
義
の
幻
を
捨
ズ
な
い
の
は
ど 

'.
こ
.
に
.原
©

が
.あ
る
.で
.あ
ろ
ぅ
，か
。

H
本
及
び
中
国
の 

'
学
会
で
幾
多
の
：研
^

ど
.論
争
を
経
.て
中
国
に
お
げ
る 

.資
本
主
義
の
発
達
が
論
輝
さ
れ
解
明
さ
れ
、
.
更
に
社 

.

#

主
義
経
済
へ
の
移
行
過
程
で
確
実
に
‘生
産
力
構
造
. 

:、の
'変
化
が
束
ざ
れ
.る
今
日
、
あ
た
か
も
新
し
い
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あ
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憾
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滅
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融
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潘
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よ
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